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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成26年4月17日(2014.4.17)

【公開番号】特開2012-215953(P2012-215953A)
【公開日】平成24年11月8日(2012.11.8)
【年通号数】公開・登録公報2012-046
【出願番号】特願2011-79148(P2011-79148)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｋ  19/077    (2006.01)
   Ｇ０６Ｋ  19/07     (2006.01)
   Ｈ０４Ｂ   5/02     (2006.01)
   Ｂ４２Ｄ  25/305    (2014.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｋ  19/00    　　　Ｋ
   Ｇ０６Ｋ  19/00    　　　Ｈ
   Ｈ０４Ｂ   5/02    　　　　
   Ｂ４２Ｄ  15/10    ５２１　

【手続補正書】
【提出日】平成26年3月3日(2014.3.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　多層構造を有し、外部の装置との間で電磁誘導を利用して情報の送受信を行う機能を有
する非接触通信媒体であって、前記情報の送受信を制御する機能を有するＩＣと、前記Ｉ
Ｃに接続されたアンテナコイルと、前記アンテナコイル及び前記ＩＣのいずれにも結線さ
れていない共振コイルと、前記共振コイルに接続されたコンデンサと、磁性体とを具備し
、前記アンテナコイルと、前記共振コイルと、前記磁性体とが、それぞれ別の層内に配置
され、前記アンテナコイルを有する層が、前記共振コイルを有する層と前記磁性体を有す
る層との間に配置され、前記アンテナコイルと前記共振コイルとが電磁的に結合している
ことを特徴とする非接触通信媒体。
【請求項２】
　前記ＩＣの内部または外部の少なくとも一方に前記アンテナコイルに接続されたコンデ
ンサを有し、前記共振コイルと前記共振コイルに接続されたコンデンサにより構成される
共振回路の共振周波数が、前記アンテナコイルと前記ＩＣの内部または外部のコンデンサ
により構成される共振回路の共振周波数より低いことを特徴とする請求項１に記載の非接
触通信媒体。
【請求項３】
　前記共振コイルの外形の最大寸法及び最小寸法は、それぞれ前記アンテナコイルの外形
の最大寸法及び最小寸法のそれぞれ９０％～１１０％であることを特徴とする請求項１ま
たは請求項２に記載の非接触通信媒体。
【請求項４】
　前記アンテナコイルと前記共振コイルは、多層の導体層を有する基板のそれぞれ異なる
導体層に形成されていることを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の非接触通
信媒体。
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【請求項５】
　前記共振コイルと前記アンテナコイルとが、フレキシブルな基板に並置されて形成され
、前記フレキシブルな基板を前記共振コイルと前記アンテナコイルとの間で折り曲げるこ
とにより、前記共振コイルと前記アンテナコイルとが互いに隣接する層に配置されること
を特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の非接触通信媒体。
【請求項６】
　全体の厚さが０．８４ｍｍ以下であることを特徴とする請求項１～５のいずれか１項に
記載の非接触通信媒体。
【請求項７】
　外部端子を有し、前記外部端子への接触により外部の装置との間で情報の送受信を行う
機能を有することを特徴とする請求項１～６のいずれか１項に記載の非接触通信媒体。
【請求項８】
　ＳＩＭカードの機能を有することを特徴とする請求項７に記載の非接触通信媒体。
【請求項９】
　多層構造を有し、外部の装置との間で電磁誘導を利用して情報の送受信を行う機能を有
する非接触通信媒体であって、前記情報の送受信を制御する機能を有するＩＣと、前記Ｉ
Ｃに接続されたアンテナコイルと、前記アンテナコイル及び前記ＩＣのいずれにも結線さ
れていない共振コイルと、前記共振コイルに接続されたコンデンサを具備し、前記アンテ
ナコイルと、前記共振コイルが、それぞれ別の層内に配置され、前記共振コイルの外形の
最大寸法及び最小寸法は、それぞれ前記アンテナコイルの外形の最大寸法及び最小寸法の
それぞれ９０％～１１０％で、前記アンテナコイルと前記共振コイルとが電磁的に結合し
ていることを特徴とする非接触通信媒体。
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